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総事業費(執行ベース)

・１９年度「輸送用バイオ燃料」、２０年度「バイオ由来水素」、２１年度「発電系及び都市熱エネルギー」について調査
・小水力発電については１８自治体において調査を実施。

18

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

・発電系及び都市熱エネルギーの導入について、再生可能なエネルギーの今後の動向を考慮して中長期的な技術戦
略の策定に向けた課題整理等の検討。（H19年度～）
・地域における小水力発電の普及拡大に向けて、市民出資などの市民の参画を伴う事業の実施可能性の評価・検証
等を実施する。（H21年度第１次補正予算）

・中核的温暖化対策技術の開発・普及等
・小水力発電の普及を促し、低炭素社会の構築を図る。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

20

小水力発電による市民共同発電実現可能性調
査等

執行率 90% 100% 91%

業務の運用にあたっては、請負業者と電話やＥメール等で連絡を取り情報収集を行っている。
委託業務の実施状況について成果報告書を提出させ確認するとともに、支出に係る領収書等の書類により支出状況を
確認している。

18 20 111

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

当該事業は２１年度限りとし、今後は、各地域に適した地域住民参画型の再生可能エネルギー事業の創設・運営パ
ターン確立のための事業に抜本的に見直しを図る。

事業番号 ００８

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(環境省)

予算事業名 作成責任者
事業開始
年度

（※「事業概要」参照）

19年度 20年度 21年度

執行額

予算額(補正後）

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

　その他

　(見直し余地欄に記載の通り、当該事業については平成２１年度限りで廃止。)

22年度 23年度要求

一般会計

地球温暖化対策推進法第３条第３項 京都議定書目標達成計画

0

20

会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

担当課室 地球温暖化対策課

上位政策

調整官　立川　裕隆地球環境局担当部局庁

地球温暖化対策の推進

関係する計
画、通知等



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

環境省

１９百万円

バイオマスエネルギー
等中核的温暖化対策
技術戦略策定調査業
務
【内容】
発電系及び都市熱エ
ネルギーの導入につ
いて課題整理等

Ａ．株式会社

エックス都市研究所

１９百万円

【業務内容】
・中長期的な中核的温
暖化対策技術の調査・
検討
・中長期的な中核的温
暖化対策技術の導入・
普及に向けたシナリオ
等の検討
・持続的温暖化対策に
係る検討
・会議資料等の作成

【企画競争／請負】

環境省

９２百万円

小水力発電による市民
共同発電実現可能性
調査委託業務
【内容】
河川等における設置
可能性調査等

【企画競争／委託】

Ｂ．地方公共団体（１８

市町村）

９２百万円

【業務内容】
・調査地点の選定
・取組方針の策定
・概略検討等



B．京都府 　

その他 諸謝金、国内旅費、借料及び損料 1

計 10 計 0.0

外注費
内外エンジニアリング（株）
（小水力発電による市民共同発電
実現可能性調査業務）

9

費　目 使　途 費　目 使　途

美郷町

計

5

5

　

A.．株式会社エックス都市研究所

水俣市

香南市

富山市

中津川市

南砺市

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目

50.0

金　額
(百万円）

　

使　途
金　額
(百万円）

19

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目

雑役務費
バイオマスエネルギー等中核的温
暖化対策技術戦略策定調査

計 19

金　額
(百万円）

0.0計

使　途
金　額
(百万円）

　 「複数支出先ブロックＢ」の「別紙」

費　目 使　途
金　額
(百万円）

支出先

6

京都府 10

6

6

5

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

5

韮崎市

5

北杜市

佐賀市

金　額
(百万円）

計 0.0 計 　


